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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第54期

第２四半期累計期間
第55期

第２四半期累計期間
第54期

会計期間
自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日

自  平成24年３月１日
至  平成24年８月31日

自  平成23年３月１日
至  平成24年２月29日

売上高 (百万円) 38,433 40,674 77,389

経常利益 (百万円) 1,142 1,203 2,689

四半期(当期)純利益 (百万円) 533 652 1,319

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) － － －

資本金 (百万円) 1,167 1,167 1,167

発行済株式総数 (株) 18,144,000 18,144,000 18,144,000

純資産額 (百万円) 12,041 13,280 12,827

総資産額 (百万円) 38,311 40,027 38,987

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 29.41 35.95 72.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 11.00

自己資本比率 (％) 31.4 33.2 32.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,883 2,734 4,089

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,558 △1,159 △3,287

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,542 △1,053 △1,485

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 2,957 3,011 2,490

　

回次
第54期

第２四半期会計期間
第55期

第２四半期会計期間

会計期間
自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日

自  平成24年６月１日
至  平成24年８月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 18.17 19.88

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計期間に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２　売上高には消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、震災からの復興需要等を背景として、緩やかに回復しつつ

あります。しかし、欧州政府債務危機を巡る不確実性が再び高まっており、電力供給の制約や原油高の影響

等により、下押しされるリスクが存在しております。

小売業界におきましては、個人消費は緩やかに増加しておりますが、物価動向は、下落テンポが緩和して

いるものの緩やかなデフレ状態にあり、競合店の業態転換、新規出店などによる集客・価格競争が続きまし

た。また、食品小売業間の企業統合、提携等も活発に行われております。

このような状況の中で当社は、「地域一番お客様貢献店」を目指し次の取組み等を行いました。

商品面におきましては、「生活防衛企画」である「低価格最善選」を継続して実施し、季節や生活催事に

合わせた商品の入れ替えにより、常にお客様に最適な内容になるように努めました。さらに、当社プライ

ベート・ブランド商品の「ハローズセレクション」の開発にも注力いたしました。また、「早島物流セン

ター」の活用により、商品調達コストの低減に取り組みました。

店舗運営面におきましては、お客様に安全・安心な商品をご提供するため、鮮度・品質管理の強化、基本

である加工技術及び店舗コンディションの向上に努めました。また、戸手店（広島県福山市）、新涯店（広

島県福山市）を改装し、ライブ販売（実演販売）、イベントの強化、陳列方法の改善など、見せ方・売り方を

大きく変えて効果を上げております。

店舗開発面では、平成24年８月に岡山県岡山市に妹尾店（450坪型、24時間営業）を新規出店いたしまし

た。これにより、店舗数は広島県20店舗、岡山県23店舗、香川県８店舗、愛媛県２店舗の合計53店舗となりま

した。

経費面では、サービスレベルや業務効率を低下させることなくコストコントロールを行うため、生産性向

上やコスト削減などに各種の委員会を設けて取り組みました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は406億74百万円（前年同期比5.8％増）、営業利益は12億47

百万円（前年同期比4.2％増）、経常利益は12億３百万円（前年同期比5.3％増）、四半期純利益は６億52百

万円（前年同期比22.2％増）となりました。

また、当社は商品小売事業の単一セグメントであるため、セグメント別の業績は記載しておりません。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期累計期間において、前事業年度末の財政状態と比べて主な変動は次のとおりであります。

資産の部においては、有形固定資産は、４億73百万円増加し275億30百万円となりました。

負債の部においては、流動負債は、短期借入金の減少３億円があったものの、買掛金の増加９億52百万円

及び未払金の増加３億70百万円があったことなどにより、９億79百万円増加し113億１百万円となりまし

た。

純資産の部においては、利益剰余金の増加等により、４億52百万円増加し132億80百万円となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、有形固定資産の取得に

よる支出10億94百万円、長期借入金の返済による支出13億70百万円があったものの、税引前四半期純利益11

億98百万円、減価償却費８億92百万円及び仕入債務の増加9億52百万円等の要因により、前事業年度末に比

べて５億20百万円増加し30億11百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、27億34百万円（前年同期比１億49百万円減少）でありました。これは

主に、税引前四半期純利益11億98百万円（前年同期比１億98百万円増加）、減価償却費８億92百万円（前

年同期比93百万円増加）、仕入債務の増加額９億52百万円（前年同期比98百万円減少）によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、11億59百万円（前年同期比３億98百万円減少）でありました。これは

主に、有形固定資産の取得による支出10億94百万円（前年同期比３億51百万円減少）によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、10億53百万円（前年同期比４億88百万円減少）でありました。これは

主に、短期借入金の減少額３億円（前年同期比７億円減少）、長期借入金の返済による支出13億70百万円

（前年同期比２億19百万円増加）及び長期借入れによる収入９億４百万円（前年同期比９百万円増加）

によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 49,200,000

計 49,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年10月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,144,00018,144,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は、
100株であります。

計 18,144,00018,144,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年６月１日～
平成24年８月31日

― 18,144,000 ― 1,167 ― 1,110

　

EDINET提出書類

株式会社ハローズ(E03395)

四半期報告書

 5/19



　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社サンローズ 広島県福山市加茂町字北山230 4,751,900 26.19

佐　藤　利　行 広島県福山市 2,798,610 15.42

株式会社マルナカ 香川県高松市円座町1001 1,417,600 7.81

ビービーエイチフォーフィデリ
ティロープライスドストック
ファンド(プリンシパルオールセ
クターサブポートフォリオ)常任
代理人株式会社三菱東京ＵＦＪ
銀行

８２　ＤＥＶＯＮＳＨＩＲ　ＳＴ　ＢＯＳＴＯ
Ｎ　ＭＡＳＳＡＣＨＵＳＥＴＴＳ02109360582
　Ｕ．Ｓ．Ａ（東京都千代田区丸の内二丁目
7-1）

1,401,500 7.72

ハローズ従業員持株会 広島県福山市南蔵王町六丁目26-7 882,600 4.86

佐　藤　太　志 広島県福山市 755,000 4.16

佐　藤　伸　子 広島県福山市 384,000 2.12

小　塩　登　美　子 広島県福山市 210,400 1.16

佐　藤　新　三 岡山県井原市 210,000 1.16

佐　藤　弘　和 岡山県倉敷市 210,000 1.16

計 ― 13,021,61071.77

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 100

　

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 18,143,500
　

181,435 ―

単元未満株式 普通株式 400
　

― ―

発行済株式総数 18,144,000 ― ―

総株主の議決権 ― 181,435 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,100株（議決権11

個）含まれております。

２　「単元未満株式」の「株式数」の欄には、自己株式68株を含んでおります。
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② 【自己株式等】

　 　 平成24年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ハローズ
広島県福山市南蔵王町
六丁目26-7

100 ― 100 0.00

計 ― 100 ― 100 0.00

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成24年６月１日から

平成24年８月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年３月１日から平成24年８月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社ハローズ(E03395)

四半期報告書

 8/19



１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：百万円)

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第２四半期会計期間
(平成24年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,425 2,971

売掛金 4 2

商品 1,831 1,832

貯蔵品 2 1

その他 716 798

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 4,980 5,606

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 23,989 24,724

減価償却累計額 △7,483 △8,053

建物及び構築物（純額） 16,506 16,670

土地 8,971 8,964

その他 3,131 3,705

減価償却累計額 △1,551 △1,810

その他（純額） 1,580 1,895

有形固定資産合計 27,057 27,530

無形固定資産

その他 268 244

無形固定資産合計 268 244

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,619 1,644

建設協力金 828 804

長期前払費用 3,718 3,680

その他 514 516

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 6,681 6,645

固定資産合計 34,007 34,420

資産合計 38,987 40,027
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第２四半期会計期間
(平成24年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 4,045 4,997

短期借入金 300 －

1年内返済予定の長期借入金 2,590 2,491

リース債務 177 177

未払金 910 1,280

未払費用 688 871

未払法人税等 568 568

ポイント引当金 260 290

その他 779 624

流動負債合計 10,321 11,301

固定負債

長期借入金 11,049 10,681

リース債務 326 235

退職給付引当金 281 298

役員退職慰労引当金 250 260

資産除去債務 693 720

預り建設協力金 1,519 1,487

長期預り敷金保証金 1,297 1,310

長期前受収益 420 450

固定負債合計 15,838 15,445

負債合計 26,160 26,746

純資産の部

株主資本

資本金 1,167 1,167

資本剰余金 1,110 1,110

利益剰余金 10,549 11,002

自己株式 △0 △0

株主資本合計 12,827 13,280

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 0 0

評価・換算差額等合計 0 0

純資産合計 12,827 13,280

負債純資産合計 38,987 40,027
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

売上高 38,433 40,674

売上原価 29,313 31,078

売上総利益 9,120 9,595

営業収入 1,060 1,186

営業総利益 10,180 10,781

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 362 357

消耗品費 458 419

給料及び賞与 3,651 3,944

退職給付費用 19 21

役員退職慰労引当金繰入額 10 9

法定福利及び厚生費 423 468

地代家賃 1,048 1,081

賃借料 213 171

水道光熱費 741 827

修繕費 154 163

減価償却費 798 892

租税公課 214 224

その他 886 953

販売費及び一般管理費合計 8,983 9,533

営業利益 1,197 1,247

営業外収益

受取利息 9 9

仕入割引 17 19

その他 26 33

営業外収益合計 54 62

営業外費用

支払利息 104 102

その他 4 5

営業外費用合計 109 107

経常利益 1,142 1,203

特別利益

賃貸借契約解約益 3 3

固定資産売却益 － 0

国庫補助金 － 3

特別利益合計 3 6

特別損失

固定資産除却損 10 7

固定資産売却損 － 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 134 －

特別損失合計 144 11

税引前四半期純利益 1,000 1,198

法人税等 466 546

四半期純利益 533 652
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 1,000 1,198

減価償却費 798 892

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15 16

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9 9

ポイント引当金の増減額（△は減少） 30 29

受取利息及び受取配当金 △9 △9

支払利息 104 102

固定資産売却損益（△は益） － 3

固定資産除却損 10 7

国庫補助金 － △3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 134 －

売上債権の増減額（△は増加） △1 1

たな卸資産の増減額（△は増加） 4 △1

仕入債務の増減額（△は減少） 1,051 952

預り建設協力金の増減額（△は減少） △31 △42

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 52 13

その他 418 196

小計 3,587 3,367

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △88 △84

法人税等の支払額 △616 △548

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,883 2,734

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,445 △1,094

有形固定資産の売却による収入 － 3

無形固定資産の取得による支出 △49 △13

長期前払費用の取得による支出 △78 △63

敷金及び保証金の回収による収入 7 18

敷金及び保証金の差入による支出 △25 △43

建設協力金の回収による収入 33 32

建設協力金の支払による支出 － △0

その他 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,558 △1,159
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(単位：百万円)

前第２四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △1,000 △300

長期借入れによる収入 895 904

長期借入金の返済による支出 △1,150 △1,370

リース債務の返済による支出 △86 △88

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △199 △199

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,542 △1,053

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △217 520

現金及び現金同等物の期首残高 3,174 2,490

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,957

※
 3,011

EDINET提出書類

株式会社ハローズ(E03395)

四半期報告書

13/19



【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期累計期間

(自  平成24年３月１日  至  平成24年８月31日)

税金費用の計算 　当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該実効税率を乗じて算出する方法を採用

しております。

　

【追加情報】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成24年３月１日  至  平成24年８月31日)

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に記載されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
(自　平成23年３月１日
至　平成23年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
至　平成24年８月31日)

現金及び預金残高 2,957百万円 2,971百万円

預け金（流動資産その他） － 40百万円

現金及び現金同等物 2,957百万円 3,011百万円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月26日
定時株主総会

普通株式 199 11平成23年２月28日 平成23年５月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第２四半期累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年８月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月24日
定時株主総会

普通株式 199 11平成24年２月29日 平成24年５月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(有価証券関係)

当社の所有する株式は、事業の運営において重要なものではありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

当社は、関連会社がないため、記載しておりません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、商品小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年８月31日)

   １株当たり四半期純利益 29円41銭 35円95銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(百万円) 533 652

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益(百万円) 533 652

    普通株式の期中平均株式数(株) 18,143,845 18,143,832

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年10月９日

株式会社ハローズ

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    濱    田    芳    弘    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    下    西    富    男    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ハローズの平成24年３月１日から平成25年２月28日までの第55期事業年度の第２四半期会計期間(平成

24年６月１日から平成24年８月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年３月１日から平成24年８月31日
まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計
算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハローズの平成24年８月31日現在の財政状態
並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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